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県内水源保全地域 

 

４ 間伐材の搬出促進 

 

１ ねらい（５か年計画から転記） 

水源かん養など公益的機能の高い良好な

森林づくりを進めるため、間伐材の搬出を

促進し、有効利用を図ることにより、資源

循環による森林整備を推進する。 

 

２ 目標（５か年計画から転記） 

森林整備により発生した間伐材の搬出を

段階的に強化し、平成27年度を目標に年間

24,000㎥の間伐材の搬出及び有効利用を図

る。 

 

３ 事業内容（５か年計画から転記） 

① 間伐材の搬出支援 

森林整備により伐採された間伐材の集材、搬出に要する経費に対して助成する。 

（単位：㎥） 

搬出量 当初５年間 

年度 H19 H20 H21 H22 H23 計 

目標 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 50,000 

 

② 生産指導活動の推進 

森林所有者に対する経営指導や生産指導を行う指導員を２名配置し、森林所有者に対する間

伐材の搬出への働きかけや山土場での技術指導を行う。 

 

４ 事業費（５か年計画から転記） 

当初５年間計  ４億900万円（単年度平均額 8,200万円） 

うち新規必要額 ４億900万円（単年度平均額 8,200万円） 

 

５ 事業実施状況 

① 間伐材の搬出支援 （搬出量(㎥)） 

搬出元の森林の所在地 平成19年度 平成20年度 

小田原市 713 758 

相模原市 317 1,080 

秦野市 1,189 1,934 

伊勢原市 613 266 

南足柄市 431 379 

山北町 1,084 1,057 

箱根町 962 990 

湯河原町 274 81 

清川村 450 363 

厚木市 － 97 

松田町 － 99 

合 計 6,033 7,104 
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② 生産指導活動の推進 

森林組合連合会が、森林所有者に対し

て、経営指導や山土場での造材や木材の

仕分けを指導した。 

 

 

 

 

 

 

 

【事業実施箇所図】（平成19～20年度実績） 

 
 

 

神奈川県森林組合連合会林業センター 
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６ ５か年計画進捗状況 

 ５か年計画の 

目標 

平成19年度 

実績・進捗率 

平成20年度 

実績・進捗率 

19～20年度 

累計 

平成21年度 

計画 

間伐材の 

搬出量 
50,000㎥ 

6,033㎥ 

（12％） 

7,104㎥ 

（14％） 

13,137㎥ 

（26％） 
10,000㎥ 

6,033

7,104
36,863

0% 20% 40% 60% 80% 100%

間伐材の搬出促進

進捗率
26％ 搬出量

50,000ｍ３

 
 

７ 予算執行状況 

５か年計画 

合計額 

平成19年度 

執行額・進捗率 

平成20年度 

執行額・進捗率 

19～20年度 

累計 

平成21年度 

予算額 

４億900万円 
6,559万円 

（16％） 

7,393万円 

（18％） 

１億3,952万円 

（34％） 
１億1,161万円 

6,559 7,393 26,948

0% 20% 40% 60% 80% 100%

間伐材の搬出促進

５か年計画
4億900万円

20年度までの進捗率
34％

 
 

８ 事業進捗状況から見た評価 

間伐材の搬出促進のうち、①搬出支援の平成20年度事業実績（累計）は13,137㎥であるが、

年度ごとの数値目標を設定している事業であるため、２年間（平成19～20年度）の目標に対する

実績の達成率は94％となり、次の基準により、達成状況はＢランクと評価される。 

②生産指導活動の推進については、森林組合連合会が、森林所有者に対して、経営指導や山土

場での造材や木材の仕分けを指導したが、数値目標を設定していないため、Ａ～Ｄの４ランクに

よる評価は行わない。 

年度ごとの目標を設定している事業 

平成20年度の実績（累計） ランク 

２年間の目標の100％以上 Ａ 

２年間の目標の80％以上100％未満 Ｂ 

２年間の目標の60％以上80％未満 Ｃ 

２年間の目標の60％未満 Ｄ 

 



４－4 

９ モニタリング調査実施状況 

この事業は、間伐材の搬出を促進し、有効利用を図ることにより、資源循環による森林整備を

推進するものであるため、量的には間伐材の搬出量を指標とするが、モニタリング調査は実施し

ない。 

なお、森林整備による「森林が適正に手入れされている状態」は、「１水源の森林づくり事業

の推進」のモニタリング調査により把握する 

また、長期的な施策効果の把握については、「11 水環境モニタリング調査の実施」における

「①森林のモニタリング調査」の対照流域法等による森林の水源かん養機能調査や人工林整備状

況調査を行い、森林の水源かん養機能等を把握する。 

 

10 モニタリング調査結果に基づく評価 

この事業の効果は、間伐材の搬出の促進を通じて、森林整備を推進するものであるため、モニ

タリング調査は実施しない。搬出された材は、市場を通じて、有効利用された。 

 

11 総括 

木材価格の低迷等に伴う林業不振の中、平成19年度は目標数量以上の間伐材を搬出することが

できたが、20年度は年度末までに予定の伐採は終了していたが２月からの荒天のため搬出が出来

ず市場等への出荷が４月・５月になってしまい、目標に達成しなかった。 

今後も着実に間伐材の搬出を行っていくためには、県産木材の生産・流通・消費の循環を活性

化させるとともに、採算性を持った効率的な事業展開を図る必要がある。このため、生産面にお

いては、搬出のための作業道を整備し、有効活用の面では、県産木材の利用、販路の開拓など消

費を拡大する対策が必要である。 

 

○事業の進め方等に対する施策調査専門委員会委員のコメント 

・過度な間伐材搬出奨励は、ノルマ的搬出量に捉われ、基本に考える水源環境整備が疎かになる恐れがある。材の

搬出は、将来の所有者による水源林整備に結び付くものにすべき。 

・搬出奨励で「税」を用いる以上、伐採・搬出手法に関し、第三者に不信感を持たれないための手法やマニュアル

も必要。 
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【参考】県産木材活用総合対策 
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